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第 2 章では， 18-8 型ステンレス鋼多結晶について，電顕法を用いて積層欠陥の発生箇所むよび重
畳過程を観察し， (1)幅の広い積層欠陥は，転位閣の相互作用，または Stair- rod転位を媒介にした交
叉すべりのいずれかによって形成されること， (2)積層欠陥の重畳には活性すべり系が 2 つ以上必要でー
あることなどを明らかにしている。さらにこれらの結果に基づき ， E: 相の核生成および成長機構に関
して， Stair-rod転位を媒介にした交叉すべりを主役とする模型を提案している。
第 3 章では，種々の方位の高マンガン鋼単結晶を用いて ， E: 相の形成と活動すべり系の関係を系統
的に調べ，この合金の ε 相の形成に関しでも前章で提案した模型が正確に成立することを立証してい
る。
第 4 章では，変形により ε 相，変形双晶，およびそれらの両者を形成する 3 つの組成の高マンガン




















rod 転位を持つ交叉すべりを媒介とした E 相の核形成および、成長に関する新しい模型を提案している。
一方，これら E 相の形成は変形双品と著しく類似しているが，高マンガン制を HI いて巧みにこれら
両者の相異点、ならびに同所的な応力集中との関係を川らかにしている。
さらに，この種の合金で今一つの代表的なf. c. c. ( y ) • b. c. c. (α ， )相変態についても同じく活動
すべり系に者目して調べ， (1)α' マルテンサイトの形成は同所的な応力集中のみならず，変態盃の緩
和の難易によって決定されること， (2)変態には主すべり l白i l:のすべりが重要な役割l を果し，その結果
α' 相1 品群は主すべり帯上で生成されること，などの重要な現象を兄出している。
以上のように，本論文は工業的にも重要な積層欠陥エネルギーの低い鉄系合金の応力下における相
変態について重要な知見を与え，金属材料学に貢献するところが大きい O
よって本論文は博士:論文として価値あるものと認める。
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